
六甲山自然案内人の会平成 30 年 6 月度定例自然観察会報告書 

 
実施日  ：平成 30 年 6 月 9 日（土） 
担当班  ：2 班 
コース  ：JR西宮名塩駅～旧福知山線廃線跡～桜の園～JR武田尾駅 
参加人数 ：ビジター33 名 会員 34 名 計 67 名 
テーマ  ：植生豊かな初夏の武田尾渓谷を歩く 
 

概要 
 旧福知山線の廃線跡周辺は有馬層群のため、六甲山系とは異なる植生を見ることができ 
 また、武田尾渓谷の荒々しい景観を楽しむこともできる。 

 
解説事項 
 武田尾渓谷について 

 この渓谷は川が先にできていて、地殻変動に

より流域も隆起して行ったのだが、浸食する方

が早いので深い谷が出来上がった先行河川であ

る。 

 

  

 
 高座岩について 

 この岩は乙姫様の遊び場であり、その下は竜

宮につながっていて、岩の面を汚すとそれを清

めるために乙姫様が雨を降らせると信じられて

いた。そのため、雨乞いの場として利用されて

いた。 

 

  

 
 
 
 
 
 



 落石防止鉄柵について 

 北山第 2トンネルの手前にある落石防止のた

めの鉄柵の支柱は、旧福知山線で使用されてい

たレールを利用している。 

 CARNEGIE,1896,HANKAKU と刻印されている。 

 1896 年にアメリカのカーネギー社から輸入さ

れたものである。 

 HANKAKU は、大阪と舞鶴（軍港）を結ぶ阪鶴鉄

道会社（私鉄）が発注したから。          

 

 ヒモワタカイガラムシについて 

 アキニレの枝に、謎の白い物体が多数ついて

いた。 

 ヒモワタカイガラムシという昆虫のメス。 

茶色に見える部分は前体部と呼ばれ虫の本体

で、白い紐状の部分は後体部と呼ばれ蝋状の物

質に包まれた大量の卵。 

 

        

 

 ガンピについて 

ジンチョウゲ科 ガンピ属 

葉は互生・全縁。 

和紙の材料。 

ガンピは栽培が難しいので野生のものを利用 

 名塩和紙はガンピに特殊な土を混ぜて作る。 

 虫食い、日焼けに強いので、襖、金箔圧延用 

（金糸・銀糸）に利用。 

 

        

 

 イブキシモツケについて 

 バラ科 シモツケ属 

 葉は互生・重鋸歯。 

 名前の由来は、最初に伊吹山で発見されたか

ら。 

 花崗岩の土壌を好まないので六甲山地では少

ない。 

 

 

         



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後記 

 前日に雨が降り、武田尾渓谷の荒々しい景観を存分に楽しむことができた。 

 また、アブラチャン、ダンコウバイ、ホソバタブ等、六甲山地では見ることのできない 

 植物を観察することができた。 

 

ウバメガシ サネカズラの実 

樹冠を観察 

極相林の説明 


